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ガ ン デ ン ポ タ ン期 （1642− 1959）成立の チ ベ ッ ト法典 ・法令集の

　　　　　　　　　　　　　　 構成 と系統関係

　　　　　「zhal 　lce法典」 を収録す る諸写本 を中心 と して

手塚 利彰

は じめに

　 1637 年 の 青海地方侵攻か らは じまる 西 モ ン ゴ ル ・オ イラ ト族の グ シハ ン
ー
党 に よ るチ

ベ ッ ト征服戦争は 1642 年に ひ と とお り完了 した 。 グシ ハ ン に よ る チ ベ ッ ト再編の 特徴 とし

て は 下 記の よ うな諸点が ある
ω

。

　第
一

は 、 ダ ライ ラ マ の権威の確立 。 グシ ハ ン とその
一

族 は ダライラ マ の 熱心な信 者で、ゲ

ル ク派内の
一
有力名跡 に過 ぎなか っ た ダライラ マ の 地位は 、 これ以降 、 ゲル ク派の み な らず

その他の 宗派の上 に君臨する汎宗派的なもの とな り、 その 権威は チ ベ ッ ト全土 を覆い 、さら

にはモ ン ゴ ル 人や満洲人 に まで 及んだ 。

　第二 は 、「ガ ン デ ン ポ タ ン （dga
’
　ldan　pho　brang）」の 発足 。 グシ ハ ン

ー
党は、平定 したチ

ベ ッ トの うち、も っ と も肥沃で 人口稠密 なヤル ン ツ ァ ン ポ河流域 をダライラ マ に寄進 した 。

こ の ダラ イラ マ 領の 統治機関 として発足 した の が 「ガ ン デ ン ポタ ン 」で ある 。 1725 年に は 、

清朝の 雍正帝か ら隣接地域 の 加増 を うけ 、 1959 年に至 る まで 、ラ サ を本拠 と して チ ベ ッ トの

中枢部を統治し続けた 。

　第三 は 、 青海モ ン ゴ ル 人 と各地 の 諸侯 に対 する支配権の 分割 。 1637年の青海遠征はオイ

ラ ト族を挙げての 出兵で あ っ たが 、 残る カ ム 地方 （1640）や 中央チ ベ ッ トの征服 （1641−42）

は 、 オイ ラ ト本国か ら よび よせ て 青海 に移住 させ たホ シ ョ ト部族 を主 とするグシ ハ ン の 手勢

の みに よ っ て 完遂 された 。 チベ ッ ト内に本拠 をお く勢力に よる統
一として は 、 吐蕃王朝以来

で ある 。 ただ しグ シ ハ ン は 、 ダラ イラ マ 領の寄進に加え、青海モ ン ゴ ル 人お よび服属 した ア

ム ドやカ ム 等の 諸侯 に対 する支配権 をす ぐさま自身の 皇子たちに分配 し、 チ ベ ッ ト全土 を一

手に掌握する中央権力機構を樹立する こ とは なか っ た 。 それ ゆえ、ダライ ラ マ の 権威 と宗教

界へ の 支配が チベ ッ ト全土 を覆 っ て展 開 し、時代 が下 る に つ れて 強化 されて い っ たの に対

し、 歴代の チ ベ ッ ト＝ ハ ン や その 他の 傍系皇族た ちが それ ぞれ保有する権限 ・権益は 、分割

相続の 進展 に と もな い 細分化する一方 とな り、最終的に は 、清朝の 雍正帝に よる青海出兵

（1723−24）に よ り完全 に覆され る に至 る。

　以上 の よ うに 、
こ の 時期はチ ベ ッ トが 大 きく再編 され 、 現代 に まで つ なが る要素が出現 し

た時代で あ っ たが、本稿 の テ
ーマ で ある法体系 ・法制 に関 して み た場合、ガン デ ン ポタ ン が
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制定した法令を主として
一

部が個別的 に紹介 されて い る 、 とい う段階に とどま っ て お り（2）、

全体像の 解明は ほ と ん ど進ん で い な い
。

　 1642 年以降の チ ベ ッ トで は 、 ダ ラ イラ マ 領の ガ ン デ ン ポ タ ン、チベ ッ ト＝ ハ ン をはじめ と

す るグシ ハ ン の子孫、ア ム ド ・カ ム の 諸侯 、 数年任期の代官に よ っ て支配さ れ る グシハ ン
ー

族の直轄領な どが各地 に散在 してお り、 ゆ えに この 時代の法体系 ・法制を考察す る場合 、 こ

れ らの 集団がそれぞれ内部で運用するため に制定 した規範 、これ ら諸集団の全体を拘束す る

規範 、 上下 関係 ・相互 関係 を律する規範などが分析の対象とされ る必要が ある 。 しか しなが

ら、管見の 限 り、各地の 所蔵機 関に収蔵されて い るテ キス トで こ の 時期の チベ ッ ト法と して

紹介され て い る もの の 中には 、 諸候領や代官領の法規はみ られ な い
。 また 、 1980 年代後半か

ら ラ サや ダ ラ ム サ ラ などで こ の 時代の 様々 な分野の チベ ッ ト法 を収録 した資料集が い くつ も

出版され（3）、特に ラサや北京で 出版 された もの に は、従来知 られて い なか っ た もの が多数含

まれ て い るが 、 残念なが ら、
こ れ ら に収録され て い る の も、ガ ン デ ン ポ タ ン を主 とす る歴代

中央チベ ッ ト政権の 法典か、チ ベ ッ トに関 して 清朝が制定した各種法規に限 られて お り、 チ

ベ ッ ト全体の状況を知るため の手が か りは 、 非常に乏 しい 状況で ある  
。

　本稿は、こ の 時期の チベ ッ トの 法体系解明の ための 前段階の作業 として 、 12〜16か らなる

「zhal 　lce」 とい う章立 て に よ っ て 区分され た 、 刑事 ・民事関係を主とする条文か ら成 る法典

（以下 「nhal　lce法典」 と称す）を収録 する法典 ・
法令集をと りあげ、 その特徴を明らか にす

るこ とを目指すもので ある 。

　 「zhal 　lce法典」を収録する法典 ・
法令集は、版本は確認されてお らず 、 各地に所蔵され て

い る写本は 、 収録され る法典の 構成や 、 同じタ イ トル を持つ 法典の 文面の 異動な ど、極め て

多彩で 、ひ とつ として 同 じもの がない 。

　 「zhal 　lce法典」は 、
ガ ン デ ン ポ タ ン の もの 以外に 、

パ ク モ ド ゥ パ 政権や ツ ァ ン パ 政権 な

ど、 中央チベ ッ トの 旧政権が編纂した こ とを示す前文 をもつ もの がある。 ただ し管見の 限 り

で は、こ れ ら旧政権の 厂zhaI　Ice法典」は、ガ ン デ ン ポ タ ン の 法典や 法令 とともに 1 セ ッ ト

の 冊子 に収録されて い るか 、 ガ ン デ ン ポ タ ン の 法令 とい う主 旨の タイ トル が付 されてお り、

す なわ ち これ らを収録する写本自体は 、ガ ン デ ン ポタ ン発足以降に成立 した もの とい うこ と

になる。 「zha1 　lce法典」の ほか に も、ガ ン デ ン ポ タ ン の 制定で はない の が明 らか な法典 とし

て 、ツ ァ ン パ 政権 の 大法典 （khrims　yig　chen 　mo ）や 、
モ ン ゴ ル のア ル タ ン ＝ ハ

ー
ン 法典など

を収録する事例が観察される 。

　本稿で は、zhaHce 法典や その 他の 単行法令を複数収録する 1 セ ッ トを指 して仮に 「法典 ・

法令集」 と呼ぶが、ただ し、こ の種 の セ ッ トが 「歴代政権の 各種法典 を集めた資料集」とし

てで はな く、 ガ ン デ ン ポタ ン 期に お ける 「現行法の 集成」 と して 編纂され、運用されて い た

とす る な らば、その セ ッ ト全体で ひ と つ の 「法典」 と見なすべ き事になる 。

　本稿で は 、 各写本の 構成の 対比 、 「zhal 　lce法典」 の 系統 関係の 考察、同一法典の文面の対

照 など を通 じ、 こ の 種の 「法典 ・
法令集」の 性格に つ い て検討する 。
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1　 「zhal 　lce法典」を収録 する法典 ・ 法令集の種類 と構成

　本稿の 執筆にあた り、 筆者が オ リジナ ル もしくは マ イク ロ フ ィル ム ・フ ァ ク シ ミ リ等 に よ

る複製 を実見 した法典集 の 写本 と して は下 記の よ うな ものが ある 。 各写本の 構成 に つ い て

は、表 1 （pp．98−99）を参照 。

・ 東洋文庫所蔵本 （河 口慧海将来）

　（1）　khrims），ig　zhal　lee　bcu　8sum／（443−2780）．

　（2）　mchod 　yon　nyi 　zla　zung 　gi　khrims　yig／（444−2781）．

● 東京大学文学部所蔵本 （多田等観将来）

　（3）bod　gthun8　dga　
’
　ldan　pho　brang　pa　chen 　mo

’i　kh　rims 　yig／（蔵外文献 No ．408），

　　　マ イ ク ロ フィ ル ム か ら の 複製 を閲覧 。

● チベ ッ ト図書館 （bod　kyi　dpe　mdzod 　khangl　Library　ofTibetan 　Works 　and 　Archives
，
　LrWA ）

　所蔵本
（s）

　（4）　khrims　yig　chen 　mo 　dang／zhat 　tce　bcu　drn8　pa　sogs 　bzhugs／（ta＝ 513544）．

　　　全 部で 5 分冊か らな り、 糸に よ っ て
一

セ ッ トに束ね られ て い る 。 各分冊の 丁数 は、

　　　bam　1＝ la− 15a，　bam　2＝ 16a− 30a，　bam 　3＝ 31a−45a，　bam　4＝ 46ar60a，　bam　5＝ 61ar　664b。 後

　　　述 の ご と く、 もっ と も後部 に配置された法令の文章が途中で途切れ て お り、第 6 分

　　　冊 目が脱落 した もの と思われ る 。

　（5）　khrims　yig　dang　gzhan　da8　nye 　mo 　sna 　tshogs　b尾hugsノ（ta＝ 513545）．

　　　全 部で 6分冊か らな り、（4）と同 じく、 糸に よ っ て 1 セ ッ トに束ね られ
、 第 1冊の 表

　　　表紙 5 と第 6 冊の 裏表紙 は蓮 の 花で刺繍 された錦布にて装丁 されて い る 。 各分冊の

　　　丁 数｝ま
、　bam　1＝1a1− 15a7，　bam 　2＝16b1−29a7

，
　bam 　3＝ 30bl−43a7 ，

　bam4 ＝ 44b1−57a7，

　　　bam 　5＝ 58a1−68b6
，
　bam　6＝ 69al−80blo

　下 記 は 、 チ ベ ッ ト図書館に対 し同館所蔵の法制史料の 写本の 閲覧 を申請 した際、写本の

　1 つ （請求記号 ta＝ 513545 ）を影印出版 した テ キス トとして紹介を受けた。

　（6）nbetan　Legal　Materials，　LTWA ，　Dharamsala，　HP ，，1985，

● リバ プール 博物館所蔵本

　 マ イゼ ツ ァ
ール 氏 は、1973 年 、英国 リバ プール博物館が所蔵す る四種の チ ベ ッ ト法典 ・

　法令集写本に 関する報告を発表 した （Meisezah1，
1973）。 氏 の 報告は きわ め て詳細で 、

　「zhal 　Ice法典」に 関して はそれぞ れの 序文の 全文 もし くは主要部が 、
ロ ーマ 字転写テ キ

　ス トに よ り提示され て い る 。 氏の 報告に依 り、リバ プール 博物館の 4 写本の 内容 ・構成

　 に つ い て も考察の 対象 とする 。

　（7＞Die　Bailey−Handscrift（Nr．66．3．15）．

　 （8＞Die　Handschrift　Bell　20 （Nn50 ．31．114）．

　（9）Die　Handschrift　Bell　18（Nr．50，31．113a）．

（10）Die　Handschrift　Bell　19（Nr．50．31．113b）．

一87一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Tlbetan 　Studles

一 ガ ン デ ン ポ タ ン 期成立 の チ ベ ッ ト法典 ・法令集の 構成 と系統関係一

2　 主要法典の 概要 と収録状況

　 「zhal 　lce法典」は第 3 節で 取 り上 げるこ ととし、本節で は 、 各法典 ・法令集に収録されて

い るその 他の 主要な法典 ・法令に つ い て概観す る 。 （1）〜（10）は法典 ・法令集の 各写本 に対

し前節で 付 した番号 を指す 。

● khrims　yig　chen 〃mol ．

　　淵又録 ：（1）1al− 19b5、（2）40b6−52b6、（4＞lal−16b3 、 （5）1a1−24b7 、 （6）p．96，1．1−p．112，

　　　　　L8 、　（7）　4a1− 15b7

　　概要 ： タ イ トル は 「大法典」の 意（6）
。 ツ ァ ン パ 政権時代の 1631年に編纂され、本稿

　　　　　で検討の対象 とす る 10写本の うち、6 件が収録する 。 ツ ァ ン トェ 王 カ ル マ テ

　　　　　ン キ ョ ン （7）を讃える長大な序文を持ち 、 殺 し、 盗みに対する罪 と罰、賠償な ど

　　　　　 を規定す る。

● mn8 〆
’
08 　9iyヴ lha　sde 〆mi 　SttOf　rdzong 　gnyer　las

’
改’〃 sdud 　tiang 　bskul　brda　sne 　s ∬ebs ノ

’bun

　gtong　skya 　ser 　sogs　drag　zhan〃mtha
’
　dag　la　go　bar　byed　pa　

’i　yi　gel．

　　収録 ： （1）21bl−25a2、 （5）24b7−28bl、 （7）56al−58ak（s）

　　概要 ： タイ トル は 「属下の寺院領
・世俗領 、 ゾ ン の 職責 に従事する者 、 徴収と督促 ・

　　　　　支 出 の 担 当者、担保 を設定する僧俗な どあ らゆ る者 に理解 させ る文 書」の

　　　　　意。 「施主 ・受施者 （mchod 　yon）」す なわ ち初代チ ベ ッ ト＝ ハ ン の グシ ハ ン （位

　　　　　 1642− 1655）、ガ ン デ ン ポ タ ン の初代デ シ
ー

の ソナ ム ラプテ ン （任 1642− 1656）

　　　　　の連名 に よる布告 （9）で 、ゾ ン 知事、荘 園の 管理人な どに対 し、 徴税 ・担保の設

　　　　　定を主 とする民政の諸分野 におい て 、「施主 ・受施者」の 印章を押 した命令書

　　　　　の 主旨に従 い 、恣意的に権力をふ る うこ とを禁止する内容であ る（1°）
。

　　　　　末尾の 「
“

ニ マ
”

とい う水羊年 （nyi 　ma 　zhes 　pa　chu 　lug）」に つ い て 、
マ イゼ ツ ァ

ー

　　　　　ル 氏は 1583 年に 比定し 、
こ の 法令を収録す る写本 （7）の 主要部分の 成立が ア

　　　　　ル タ ン＝ハ ーン最晩年にあた る とい う主張の 傍証の
一

つ とする 〔11）
。 しか し文面

　　　　　中で は 、 ツ ァ ン パ 政権 （1565−1642）を過去の 政権 と し、
ツ ァ ン 政権時に任命

　　　　　された村役人の 「施主 ・受施者」に よる信任 （12｝、ツ ァ ン 時代の 帳簿や公文書の

　　　　　取 り扱 い に関する注意
（13＞などが見られるの で 、 山口瑞鳳氏の 比定 どお り 1643

　　　　　 年とみ なすべ きで ある 。

・ dpar　bu
’
od 　ga　

’

U　te　’i　dper　brJ
’
od 　bzhugS／（14？

　　収録 ： （4）52a6−56a3、（6）p．113，
L1−p．130，

L7

　　概要 ： 年月日の 入 っ た判例や力役徴税の 規定 などの 集成 。 た だ し収録内容は文献ご と

　　　　　 に おお きく相違する （15）
。

● khrintS　’degs　kyi　an8 　rims 　bzhugs　so／．

　　収録 ：（6）p．130，
　1．8−p．135，

1．2、 （9）29a6−31a1（16）

　　概要 ： 13項 目に わかれ 、 カ タ
ー

や 衣服な ど様々 な物品の 名称の 横 に数 字が配置 され
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　　　　　て い る 。 レ ベ ッ カ氏 は、宮廷費の項目別規定とする
（17）

。

● gzhan　yang　sna 　tshogs　skOr 　lal．

　　耳又録 ：　（4）　59b8−64b7、　（5）　69a1−80b1、　（7）　52b4−54a7、　（9）　28b？−29b（18）

　 概 要 ： 様々 な分野の 断片的な規定 を集成 。 森や耕地へ の 火付け、雨期に悪意で 耕 地 を

　　　　　荒らす目的で溢水 させ る こ となどへ の 罰の 規定が冒頭に置かれて い る点は （4）

　　　　　（5）と、（7）（9）と で 共通す るが、収録項目 の 数 、 葉数 とも （4）（5）が 圧倒

　　　　　的に 多い
。 写本 （4）で は最後に 配置され 、 おそ ら くこ の 写本の成立後に 6 分

　　　　　冊の 最後の 1冊が脱落 した ためで あろ うか 、 文章の 途中で唐突 に途切れて い る

　　　　　が 、 写本 （5）に所収 の もの は文章が完結、水牛年 （十七世紀中で は 1613年 、

　　　　　1673年）の紀年があ り、祈願句 「sarba 　rnangga 　lam」で 締め くくられ て い る 。

● アル タ ン ＝ ハ
ー

ン 法典

　 9又金隶：　（7＞66a1−73a7， 74bl− 81b5

　 概要 ： テキ ス トの 残るモ ン ゴ ル法典 として は最古の もの と して知 られて お り、い まの

　　　　　と こ ろ （7）に収録 され て い るチ ベ ッ ト語訳テ キス トの み が確認され て い る 。

　　　　　マ イゼ ツ ァ
ー

ル 氏の 報告 に も、 こ の 法典に つ い て は テ キ ス トの 全文が フ ァ クシ

　　　　　ミ リ版で 収録され て い る （Meisezahl，1973．　pp．267−284）。

　　　　　こ の 法典の 前文は 「一切仏の頂に推戴され た者 、 六種の 生物す べ て の 保護者、

　　　　　あ らゆ る もの にそれぞれの教化 を施す蓮華宝珠の身に化身した者で あるア ル タ

　　　　　ン法王の 命令 （rgyal　ba　thams　cad　kyi　mchog 　tu　dbang　bskur　ba　rigs　drug　yongs　kyi

　　　　　skyabs 　gnas　nor 　bu　padma 　gang　la　gang
，dul　gyi　skur 　sprul　pa　al　than　chos 　kyi　rgyal

　　　　 po
’i　bka’

〃）」と題 し（66a1−66a3）、 ア ル タ ン が 「四〇 部」すなわち全モ ン ゴ ルの

　　　　　モ ン ゴ ル 人に対 し、自身の 法規 の 遵守 を要求 した文言がある （66b7−67a2）。 条

　　　　　文 中に も 「右翼三部（19）の 婚姻」に関する規定などがあ る （80a4）。

　　　　　編纂年に つ い て は 、 テ キ ス トそ の もの には記載が ない が、前文 にお い て ア ル タ

　　　　　ン とダ ライラ マ 三世の 会見 につ い て の 記述がある こ とか ら、 先行研究に お い て

　　　　　は、こ の 会見が行われ た 1578 年か ら ア ル タ ン の 死の 1581 年の 問の 成立だ と推

　　　　　測 され て い る  
。 た だ し、こ の 会見の 記事を含め

、 チ ベ ッ ト ・モ ン ゴ ル にお

　　　　　ける仏教弘通の 歴史を語る前文の 前半部は 、 ア ル タ ン に対 し三人称 ・敬語 を使

　　　　　用する など の 不 自然 な点がみ られ、別人 に よる挿入が疑 われ る
（21）

。

3　 「zhal　lce法典」の 種類 と系統関係

　第 1 節で 紹介 した法 典 ・法令集の 諸写本 に収録 されて い る 「zhal　lce法典」 として は 、 以

下の 8種類が観察される 。 各条の名称 と配列は表 2 （p．100）を参照 。

． 十二 条法典

　 収録 ： （2）lal−40b6 （5）28bl−68a6 （6）p．39，　L1−p95 ，1．4
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　 概 要 ： グシハ ン （1655 没）と ソ ナム ラブ テ ン （1658 没）を 、 ダ ライラ マ 五世 を擁す

　　　　　る 「日月の
一

対」に た とえる序文がある 。 こ の 両名は現在の 権威者 として扱 わ

　　　　　れ 、 か つ ダ ラ イ ラ マ 五 世の 北京訪問と清の 順治帝の会見 （1652−53）に つ い て

　　　　　言及が あるの で 、序文の 成立 は 1653−55 ご ろと推定 される（22）
。

・ 十三条法典 a

　 耳又録 ：　（1）25b2−62a3

　 概要 ： カ ル マ テ ン キ ョ ン を讃える前文（23）
。

● 十三 条法典 b

　　収録 ： （9）lb・−28b？

　 概要 ： マ イゼ ツ ァ
ール 氏は こ の 法典 ・法令集の セ ッ ト全体の タイ トル として、表 1 に

　　　　　転記 した タイ トル が ある こ とを紹介、タ ル チ ン氏編纂の 法典集 「sngon 　byon　chOS

　　　　　P8ンal
　sn 冫ng 　btsan　s8am 　pos　ntdr αd　pa　

’i　ldirims　yi8　Z加 1　lce　bcu　gsum 　dang　khriins

　　　　　
’degs　ang 　grangs　bcas／」

（M ）収録の 「zha1 　lce法典」 との
一

致を指摘（25）
。

こ の

　　　　　ヴ ァ
ージ ョ ン が ラサで刊行 された資料集 ZP 所収の ほぼ同名の 「zhal 　lce法典」

　　　　　 と同 じテキス トで ある とするな らば 、 十二条法典 と同
一

文面の 序文で 、 各条の

　　　　　文面お よび後文の 一部 は十三条法典 a と同一（26）
。

● 十三 条法典 c

　　収録 ： （10）lb1−38a5

　　概要 ； 十八世紀中期の ガ ン デ ン ポタ ン の 有力指導者 ドリ ン パ ン デ ィ タ   に よる序文 。

● 十五 条法典

　　収録 ： （6）P．1，
1．1−P．38 ，

L9 （28｝

　　概要 ： （6）所収の テキス トは、ラ ン ツ ァ の行書体 と思われる文字に よりタイ トル と巻

　　　　　頭詞の 冒頭四句が 記 され て い るが 、 筆者には判読で きなか っ た 。
こ の 法典の 名

　　　　　称 に つ い て 、 本文中で は 二 度に わ た り 「青龍の 宣布せ るそれ ぞれ の 法規を説 く

　　　　　もの （g−yu
’brug　sgrog 　pa

’i　zhal 　lce　so　sor 　bshad　pa）」とよばれ （p．16，1．5、
　 p．19，

　　　　　1．5）、また コ ロ フ ォ ン で は 「諸々 の 拠 り所 に速や か に必要 な論書 ・二種の 法を

　　　　　見る鏡 （brten　pa　rnams 　la　nye 　bar　mkho 　ba’i　bstan　bcos　khrims　gnyis　lta　ba
’i　me

　　　　　long）」 とされ る （p．38 ，
11．2−・3）。 編纂年に つ い て は 明記され て い ない が 、「大司

　　　　　徒」
（29）

に よる法規 であ るこ とが述べ られて お り（30）、パ クモ ドゥ パ 政権の法典

　　　　　で ある こ とが わか る 。

　　　　　本文は前文 と条文に わ か れ 、 前文は 「世尊」が 「十不善」を捨て る ため の 3 つ

　　　　　の 論書 を著 した こ と 、 イ ン ドにお い て歴代の 法王た ちが 「十不善」の それぞれ

　　　　　に対応す る世俗の 法を定めたこ とを述 べ る第 1章 （p．3， 1．4p ．11， L8）、世俗の 法

　　　　　を制定した場合 、 しな い 場合の利点と弊害を説 い た第 2 章 （p．11，1．8−p．12，L7）、

　　　　　ソ ン ツ ェ ン ガ ン ポ が 、 十不善 を捨 て 去 るため の 「根本四法律」や 、 「十六清浄

　　　　　入法」に基礎 をお く 「規範の論書 ・黄金の格子編 （lugs　kyi　bstan　bcos　gser　gyi　le

　　　　　rtsha　sgrigs ）」「牛の 書簡 （glang　bka
’
　mchid ）」など、「十善に もとつ くチ ベ ッ ト
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法 ・二 十規章 （dge　bcu　la　brten　pa
’i　bod　khrims　nyi 　shu

’i　bca’

yig）」を制定 した

こ とを述 べ る第 3 章 （p．12，
1．7−p．15， L9）、法官と証人 、 原告 と被告の 心構えや

法律用語 を解説 し、十五 条の呼称を列挙する第 4 章 （p．15，L9−p．19，　L9）か ら

なる 。

他の 「zha1 　lce法典」は表 2 （p．100）で示 したごとく、 条文の 名称や 配列 がほ

ぼ 共通する の に対 し、こ の 法典は他の 「zhaHce 法典」 と名称が 共通する条文

は 7 条の みで 、 配列 も大 きく前後する （31〕
。 また 、 条文名 が

一
致す る各条の文

面 も他 の 「zhal 　lce法典」の それ と比 して きわめて 簡略 で ある 。 各条の配列 と

名称は以下の とお り。

第 1条 bsad　pa　stong 　gi　zhal 　lce

第 2 条　 mas 　pa　khrag　gi　zhal 　Ice

第 3条　　rkus 　pa
’jal　gyi　zhal 　lce

第 4条　bsnyon　tol　mna ’dkar　gyi　zhaHce

第 5条 　byi　byas　byi　rin　gyi　zhal 　lce

第 6 条 　bye　bra1　mthun 　sdebs 　kyi　zhal 　lce

第 7条
’

gros
’ded　le　lan　gyi　zhal 且ce

第 8 条 　dma ’
　phab　pa　yus　kyi　zhal 　lce

第 9条 　dpus　
’
dod　tshong　gi　zhal　lce

第 10条 　lhag　chad 　rtsis　kyis　zhal 　lce

第 11 条 　la　lho　rgyab 　kyi　zhal 　lce

第 12条 　nam 　phar　tshul　gyi　zhal 　lce

第 13 条 　dpa’　bo　stag 　9i　zhal 　lce

第 14条 　sdar 　ma 　wa
’izhal　lce

第 15条 　khrims　
’debs　bab　snyug 　gi　zhal 　lce

● 十六条法典 a

収録 1 （3）pp．1−93（32）

概要 ： （3）は こ の 法典の み を収録 。 カ ル マ テ ン キ ョ ン を現国王 と して ツ ァ ン パ 政権

　　　 が編纂 した 序文が付 され 、 王家の 歴史を語 る第 1 章 、 サム ドゥ プッ ェ 大宮殿 を

　　　描写す る第 2 章 、
こ の 王朝の 「清 らかなる法規」を語る第 3章、16の zhal 　lce

　　　 の 弁別 とその 拠 り所 とな っ た旧法典 などを語る第 4章などか らなる 。 写本に付

　　　され た タイ トル と内要の齟齬 に つ い ては 、 4 節 （p．94）にて 検討す る。

● 十六条法典 b

　 珂又録 ：　 （8）　1a1−49a

　 概要 ： マ イゼ ツ ァ
ール 氏の 報告 に前文が全文引用 されて い る

（33＞が 、 そ の 内容は十六

　　　　　条法典 a の 前文の うちから、第 1章 と第 2 章の 全文 と、 第 3 章の うちツ ァ ン パ

　　　　　政 権の 関与を明示する部分を削除 し、4 章と繋ぎあわせ た もの で ある 。 条文 も、

　　　　　マ イゼ ツ ァ
ール 氏が 引用した サ ン プル か ら判断するか ぎり、 十三条法典 a や十
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　　　　　六条法典 c で はな く、十六条法典 a と系統 を同 じくする と思 われ る 。
コ ロ フ ォ

　　　　　ン の 「
’dzin　byed」年に つ い て

、
マ イゼ ツ ァ

ー
ル 氏 は不詳とす る （1973， p．236）

　　　　　が 、 カ ル マ テ ン キ ョ ン の 在位年よ り以前よ りは さか の ぼ らない の で 、 1636年以

　　　　　降の い ずれか とい うこ とになる 。

● 十六 条法典 c

収録 ： （4） 18b4−52a6、 （7）16a1−52b3

概要 ：前文 と後文 は、十三 条法典 a とほ とん ど同
一

の文面。 第 1、 第 2、第 16 の 3 条

　　　 に つ い て は 、 テ キ ス トの 文面は 十六条法典 a と同
一

。 第 3 よ り第 15条まで の

　　　 13条は、十三 条法典 a と同一
。

以上 の 「zhal 　lce法典」 の うち、ガ ン デ ン ポ タ ン の 十二 条法典、お よび ツ ァ ン パ 政権の 十六

条法典 a には、それぞれが編纂される過程を くわ し く描写 した一
節が ある 。 まず、 十二 条法

典の 序文よ り （（2）11a1− 11b4
， （6）p．53，

1．6−p．54 ，
1．6）

…昔か らの 口伝 と由緒正 しい 法令に関す る旧い 公文書 を集めた 「十六条法典」 とい うも

の が存在するこ とが政府の 要職 に ある人々 のお耳に入 っ て 、 その 草稿が必要な理由をお

述 べ になる方々 がた くさん現れたが 、 その草稿は手元 に な く、 〔「十六 条法典」〕その もの

を差 し上 げる こ と もしなか っ た 。 こ の 法典の 系統 を引 き、 序文 と名詞の 一
部だけ違 っ て

い て 、法典 と名の 付 い たあ る もの が特別にあ っ て 、 そ れ には dpa’

　bo　stag 　gi　zhal 　lceとい

う兵法に関す る もの と、sdar 　ma 　wa
’i　zhal 　lceと い う rdzong を運営する方法に 関す るも

の と、sne 　mo 　las　’dZin　gyi　zhal 　lceなど役人が職務に つ くこ となど大小の 業務 を行な うこ

とに 関する 3 条に 欠けて い た けれ ども、〔その 草稿の 〕zhu　bzhes　bden　rdzun 　gyi　zhal　lce

か らの 12条を 、 偈咒で 飾 っ た だ けで な く、 過去の 口伝の 模範 をその ままみな らっ た も

の に対 し、 ささい な意味の 誤 りと不正確 な部分 をよ く校訂 して編集 した。

こ こ で は 、 ガ ン デ ン ポタ ン版の 「zhal 　lce法典」編纂にあた り、 「十六条法典」を入手で きず、

別の 「こ の 法典の 系統 を引」 く法典 を参照 した とある 。 十六条法典 a の序文には 、 この記事

に符合する
一

節がある 。

…各々 の 国に それ ぞ れ
一

つ ならざる多くの 条文 を もつ 法規の 流儀が何条 もあっ たが 、

ツ ァ ン トェ 王の 御言葉がチ ベ ッ トの ウ ィ ツ ァ ン 地方すべ て を覆っ た め 、〔ッ ァ ン パ 王の

治下 にお ける裁判 は〕大宮殿 サ ム ド ゥ プ ツ ェ の 法令に もとつ く必要が多 い に生 じたの

で 、「大 い な る水 晶の印章の法典 （khrims　yig　shehham 　chen 　mo ）（34）」を提出 した
。 その

間に 、 「食物倉の 催促を行う管理人 と助手 ・村 々 の 長老 ・村長た ちの法を記 した 円満善妙

の 書 （gnyer　tshang 　9i　bsku且brda　gnyer　g−yog　lung　tshan　gyi　rgan 　pe　gtSo　bo　rnams 　kyi　zhal

lce’i　rnam 　bzhag　phun　tshogs　dge　legs　ma ＞」 とい う草稿 をつ くり、仕上が らぬ ままネゥ ・

デヤ ン 宮 に置 い て い たが、それが流出 して法典 の名が つ い て しま っ た 。 前書きに韻文の

偈咒が有る 1巻本や 、 序文の か くか くしか じか が シ カ ・ネ ゥ の 法典の よ うに装 われた も

の な どが あ り、 これ らは草稿が書 き上が っ た もの で はない の で 、 条文は不完全で あ り、
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ほ とん ど理解で きない 不 正確さや不完全さもあ っ て 、特に 〔中に は〕法典の名が つ い た

もの もある 。 そ もそ も法典 とい うもの は、王命に よる認可を承けて印章の押 され た もの

に対 して い うもの で あ り、 そ の よ うな根拠の ない もの は、捏造、私 製 とい う しかない
。

よ っ て再 び未完成の 草稿 を編纂 した 。 （p．19，L1−p．20，　L3）

　以上の 記事をつ きあわせ る と、 ツ ァ ン パ 政権の 「zhal 　lce法典」の 完成版 と して 「十六条

法典 a」が あ り、その 完成 に先立 ち 「zhal 　lce法典」の 草稿が 「法典」の 名で流布 した こ と、

ガ ン デ ン ポタ ン の 「zhal 　lce」法典は、ツ ァ ン パ 政権に とっ て の 完成版で あ る 「十六条法典 a」

で はな く、その 草稿 に基づ い て編纂された こ となどがわ かる 。

　各 「zhal 　lce法典」の 前文や条文の 文面の 共通性 ・類似性 など も勘案 して 推定 した 「zhal 　Ice

法典」の 系統関係は 、 表 3 （p．100）の とお り。

4　 前政権や他国 の 旧法典 を収録す る意味

　以上 の 2 節で示 した ご と く、 上記諸写本 には 、 ガ ン デ ン ポ タ ン の法典 ・
法令とともに 、 さ

まざまな前政権や他国の 旧法典 も収録されて い る 。

　 アル タ ン ＝ ハ
ー

ン法典お よび十五 条法典は 、 それ ぞれ
一

写本 に しか 収録 されて い ない ため

比較対象が存在 しない けれ ども、ツ ァ ン パ 政権の khrims　yig　chen 　mo お よび 4 種の 「zhal 　lce

法典」の 前文に つ い ては 、 テ キ ス トの 文面 をつ きあわせ るこ とによ り、収録にあた っ て行 わ

れたとお もわれ る文面の 「改変」 を見い だす こ とがで きる。以下 に 「改変」のサ ン プル をい

くつ か提示する 。

　khrims　yig　chen 　mo には、ッ ァ ン パ 政権最後の 王 カ ル マ テ ン キ ョ ン ワ ン ボ の 名 が明示 され

て い る もの と、その 部分が抽象的な仏 法守護の王 とされ て い る もの が ある （35）
。

吉祥な る カ ル マ テ ン キ ョ ン ワ ン ボ の お言葉 （dpal　ldan　karma　bstan　skyon 　dbang　po
’igtam

1）　（1）　3a4−5、 　（2 ）　41b2−3、 　（6 ）　p．96，1．90

　　　　 ↓

仏教の ご とく守護する諸王の勅令 （chos 　bzhin　skyong 　ba’i　rgyal 　po　mams 　kyi　lungノ）（4 ）

2a5−6、　（7 ）　4a5

　十六条法典 c は、前述の ご とく十三 条法典 a とほ ぼ 同
一

文面の 前文 を有 するが、前者 は

khrims　yig　chen 〃mo と同様、十三 条法典 a に お い て カ ル マ テ ン キ ョ ン の 名がある場所に 、 類似

した発音 の 、君主 を意味す る
一般名詞が配置されて い る 。

十三 条法典 a ：（kamla　bstan　skyon 　dbang　po）（1）27a4，28a2

　　　　 ↓

十六条法典 c ：吉祥 なる大地の 守護者
・人の 王 （dpa1　sa　skyong 　mi

’i　dbang　pO）（4 ）19b5，

20a7

また十六条法典 b は、前節で示 したご と く、ツ ァ ン パ 政権の 「zhal 　lce法典」の完成版 と
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して編纂され た十六条法典 a の 前文か ら ツ ァ ン パ 政権の 王家や本拠地の 宮殿 をたたえる記述

をカ ッ トして短縮 された前文 を有 して い る。

　カ ル マ テ ン キ ョ ン の 名や ツ ァ ン パ 王家やその 宮殿 をたた える文面が、ツ ァ ン パ 政権時代に

成立 した原典に存在せ ず 、
ガ ン デ ン ポ タ ン 期に な っ てか ら付加 され た とは考えに くい

。 逆

に 、 原典には存在 した が 、 ガ ン デ ン ポ タ ン 期に法典 を筆写 した者た ちが、削除 ・
置換 した も

の と考えるのが 自然で ある 。

　で は 、 こ の よ うな削除 ・置換が お こ なわれ た理 由はなにか 。

　過去の 法制史料 を集成す る、とい う意図で編 まれたもの で ある ならば 、 この種の改変は不

要である 。
こ れ らは前政権の旧法典を現行法 として収録するにあた り、現政権の 法典 と して

不適切 な部分 を改め る と い う意図で行わ れた もの と思わ れる。

　ツ ァ ン パ 政権の 十六条法典 a の み を収録 して い る写本 （3 ）に附された 「チ ベ ッ ト政府 ・

大ガ ン デ ン ポ タ ン の 法典」 とい うタイ トル は、「誤記 （山口 ，
1983

， pp．808， 820）」 とみなす の

も一
つ の解釈で はあるが 、 ツ ァ ン パ 政権の旧法典が ガ ン デ ン ポ タ ン の もとで その まま現行法

として 採用 され た こ とを示す事例で あ る とい う可能性 も、十分に検討の余地があろ う。

　十五条法典の 場合には
、 前文 ・条文 とも後の 「zhal 　Ice法典」に見られない 文面が 多く、 こ

れ ら と相補うもの と して収録 され た もの と思われ る 。

　ア ル タン ＝ ハ ーン法典 の 場合は 、チベ ッ ト国内に居住 す るモ ン ゴ ル 系住民に適用するた め

に収録されたこ とは疑問の余地が ない として 、 問題は 、 ダラ イ ラマ 領内で ガ ン デ ン ポ タ ン の

管轄下 に おか れた小 規模集 団の みが対象
（36）なの か、ある い は グ シハ ン麾下 の 青海モ ン ゴル

人 も含まれ るの か 、 とい う点で ある 。

　写本 （7）にお い て ア ル タン ＝ ハ ーン法典の直前 に配置されて い るふ たつ の 文献をみ る と、

まず第 2 節で 紹介 した 「施主 ・受施者」の 「文書」が 56a1−58a2にかけて
、

つ い で 「hohen

weltlichen 　oder 　geistlichen　Pers6nlichkeit（高位 の 俗人ない しは宗教的個人）」の 「Nord −Tibet」

に おけ る戦 い の 「物語」が 60a1−65a2にかけて配置 されて い る（37）
。

マ イゼ ツ ァ
ール 氏は こ

れ らの 2 文献 の 末尾 に記 されて い る 「水羊年」をい ずれ も 1583年に比定するが （38＞
、 前者の

もの は既出の ご と く 1643年に グシ ハ ン を発令者の
一

人 と して 発せ られ た もの で あ り、後 者

に つ い て も、 主人公 が戦 う相手 はゲル ク派の 抑圧者 「K6k6　Nuur」の 「chgo −tu」や仏教弾圧

者 「Be−ri」の 「Bon−po」など、 1637−42年に展開 された グ シハ ン に よるチ ベ ッ ト征服活動 に

お ける主要敵た ちで あ る （39＞こ と をみ て も、こ の 「物語」の 主人公がグシ ハ ン で あ り、
こ の

「水羊年」 もまた 1643年 を指すで あ ろ うこ とに疑問の余地 はな い
。

　この 「物語」は 、
マ イゼ ツ ァ

ール氏 に よれ ば、ひた す ら主人公 の 戦 い を描写す るのみで 、

法律関係 の 文献 で は ない とい う（40）
。 となれば、法典 ・法令群の 中に独立の 文献 として 挿入

された とは考えに くい
。 他の 写本に収録され て い る 「施主 ・受施者」の 「文書」には

、
こ の

「物語」を後置 した もの は ない の で 、ア ル タ ン ＝ ハ ーン法典に前置され る付属文書で あっ た可

能性が高い
。

　こ の よ うな構成 ・配置 よ り、写本 （7）におけ るア ル タ ン ＝ ハ ーン 法典は 、 グシ ハ ン麾下

の 青海モ ン ゴ ル 人を主たる適用対象と して収録され た もの と考えられ る （※ 補注 ）
。
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　これ ら の 旧法典 は 、 前政権の 法制史料 として扱う場合には、ガ ン デ ン ポ タ ン期の 法典 とし

て 収録 されるにあた っ ての改変の有無や程度につ い て 検証す るこ とが不可欠で あ る こ とは い

うまで もな い
。

ま とめ

　今回 、 「法典 ・法令集」 として分析対象 と した写本群 は、単に歴代政権の法典 ・法令を収

録 した資料集 と して で は な く、現行法の集成 として編 まれ た可能性が 高い 。 したが っ て、こ

れ らは 「法典 ・法令集」で は な く、共に収録 されて い る文献の 1セ ッ ト全体で ひ とつ の 「法

典」 と見 なす べ きで ある と考える。

　た だ しこ れ らは、所収の 「zhal 　lce法典」の 文面 などに よ っ て成立時期の前後や それ ぞれ

の 系統関係などを大まか に 把握する こ とは で きる が
、

はた して こ れ らがそれ ぞれ特定時期 の

法体系を反映 して い る の か、あ るい は 当時のチ ベ ッ トの 法制が文面の 相違する法典を同時に

運用する もの で あ っ た か どうかな ど、未解明の 課題は多 い
。

　よっ て、こ の種の法典の バ リエ ー
シ ョ ン を可能なか ぎり多く収集 して文面の 考証を行 うと

ともに 、 入手 しえた写本 （もしくは今後発見 されるか もしれない 版本）の それ ぞれ に つ い て 、

い つ ・どこ で ・誰が ・どの よ うに使用 して い た か に関す る情報 に つ い て も可能な限 り収集 し

て ゆ くこ とが 、これ らの 法典群の 史料的価値 を確定する ために必要な作業 となろ う。
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註

（1）以下 の 3段落は 、 拙稿 「青海ホ シ ョ ト部 の チ ベ ッ ト支配体制」（『日本西蔵学会々報』44 号、且999

　　年 3 月）、 同 「グ シ ハ ン
ー
族と属領 の 統属関係」（『立 命館東洋史學亅22 号、1999 年 7 月）に よ る 。

（2）石濱氏は、十七世紀 の チ ベ ッ ト 「王権思想」を探る た め の史料と して東洋文庫所蔵の 2 写本を利

　　用、所収法典の
一部の成立時期等を考証 （石濱，2001，Ishihama，1993）。 山口氏は 、 十四世紀以

　　降 の 歴代政権が、自身の 法規 の 権威付けとし て 吐蕃王朝の ソ ン ツ ェ ン ガ ン ポ王 の法規の 踏襲を

　　うた っ て い るこ とを紹介、東洋文庫お よび東京大学所蔵の 3 写本に よ っ て 「zhal　lce法典」の 各

　　条 の 名称 と内容を紹介 （山口，1983＞。 周潤年 ・喜饒尼瑪の 両氏は、十三条法典 bお よび十六条法

　　典 a （→本稿第 3 節参照〉の 中文訳 と解題を行い 、両法典の概要を紹介 （周 ・喜饒尼re，　1994）。

　　何峰氏の 論考は ツ ァ ン パ 政権 の 十六条法典 に よ っ て 「西蔵地方の 官吏」の地位や権限に つ い て

　　考察した もの （何，1997）。 レベ ッ カ氏 は チ ベ ッ ト法典の 思想背景や 裁判制度等に おける運用状

　　況 の 復元 に 取 り組 む （Rebecca ，1995，1996）。

（3）TLM
，
　BKD

，
　BLD

，
　ZP （以 上 は pp．95−96 の参考文献一覧を参照）、『tcags　sta8　zhib　gChung／ （鉄虎

　　清 冊）亅（北京 ・中国蔵学出版社 、 1989年 10 月）、 『bkra　shis 　thun　po
’i　bca’yig！ （札什倫布寺寺

　　規〉』（中国蔵語系高級佛学院編、北京 ・民族出版社、1989年 4 月）等 。

（4）張斉民主編 r青海蔵区部落習慣法資料集』（西寧 ・青海人民出版社、1993 年 12 月）は、青海省

　　の チ ベ ッ ト人地域 の 行政組織や罪と罰の 規定に つ い て ま とめ た もの で あ る が 、収録 され た事例

　　は、1950−60 年代に行われた現地調査 の 資料や 1980年代後半の 、現代中国法 に基づ く判決が科

　　 した もの を補 う形 で 行われた習慣法 に よ る賠償 の 事例 な どで あ り、本稿が対象とする時期の 法

　　体系を探る ため の 史料 として 活用す る こ とは、非常 に 困難 で あ る 。

（5） レベ ッ カ氏は LTWA が所蔵す る法典 ・法令集 の 写本 として 8種類 を挙げて い る （Rebecca， 1995．

　　pp．371−372）。筆者が LrwA に赴 い て こ れらを閲覧請求 し、うち 6 本を実見し た結果 に基づ き、

　　本稿で分析の 対象 とする 10文件 （→ 第 1節参照） と の 対応関係 を示す 。 矢印左側 の タ イ トル は

　　 レベ ッ カ氏 に よるもの 。

　　1）rgyal　kerims　gser／，　ta　5，13548　 → 　写本 （3＞の複製 。

　　2）肋 r伽 5yl8 励 麗8∫P以 ta　5，13547　 → 　写本 （2）の 複製。

　　3）khrims　yig　chen 　mo 　dang　zhat 　lce　bcu　drug　pa　sogs 　bzhugs！，　ta　5，13544　→ 　写本 （4＞。

　　4＞khrims　yig　dang　gzhan　dag　nye 　mgo 　sna 　tshogs　bzhugs，f，　ta　5，13545　 → 　写本 （5）。

　　5）khrims　yig　zhal 　lce　bcu　gsum　bzhugs　sol，　ta　5，13549　　 → 　イ ン ド製の子供用学習ノ ートに 十

　　　 三章法典 a また は b （→ 本稿第 3 節参照）の 条文部分の み を筆写 した もの 。 お そ らくZP も

　　　 しくは BKD 所収の十三 章法典 b を底本に 、 ご く最近筆写され たもの と思われ る。

　　6） sku 　rgyal 　taU！，　ta　57015　　　 → 　未見

　　7）8tsang　pa　rgyalpo
’
i　khrims　yig　zhal 　Jce　bcu　gsum 　pal，　ta　5，

13546　→ 　写本 （1）の複製。

　　8）zhin 　bris　kyi　bod　rgyat 　sne
’i　dgong　pa　

’i　khritns　yig／，　ta　S，
13550　→ 　未見 。 影印本 （6）の底本 。

（6）タ イ トル は写本 （4）に よ る 。

（7） ツ ァ ン パ 政権 （1565−1642＞の 最後の 王 （1606− 1642）。

（8）ZP に も耳又録　（pp．191− 194）。
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　（9）石濱裕美子氏 の 考証 に 依 る （石濱，2001、 pp．73，103）。

（10＞山口瑞鳳氏に よ る解説 ・抄訳がある （山口，1987、pp．240−241）。

（11）Meisezahl，1973，　p，229，

（12＞筆者が実見 した諸写本に は欠けて い た が 、ZP 所収の テ キス トに は 「若干の文献に
”

我 ら施主 ・福

　　 田の 有印文書な くし て ツ ァ ン 時代まで の 村役人 に 信任 な し
”
とい うの は 、 こ の 一節にある」 とい

　　　う
一

句が み える （ZP，　p．192，112−3．）。

（13＞　山［］，
1987、　p．241Q

（14） タイ トル は （6 ）所収 の もの に 依る。ZP で は 「she 　barn　chen 　mo
’
i　dper　brjod　／」の タ イ トル で 一

　　 部一致する文献を収録 （pp．117− 190）。

（15）写本 （4）の 53b4−54b6 と ZP の p．121， 1．18−p．123，
　LIO、写本 （4）の 54b8−55b5 と ZP の p．126，

　　 1．14‘p．127，写本 （6）の p．ll3，
Ll−p．130 ，

L7 と ZP の p」17，1．1−p．135，1．8 が
一

致。 （8）の 52b1−82a

　　 に タ イ トル が類似する土 羊年 （sa 　mo 　lug）の 法典が収録されて い る （Meisezahl， 1973，
　p．239）。

（16＞ZP は 「khrims’degs　ang 　grangs　bzhugs　so」 の タイ トル で 収録 （pp．194− 199）

（17）　Rebecca， 1995，
　p．371．

（18）Meisezah1，1973，p．243．マ イゼ ツ ァ
ー

ル 氏は （9）所収分 に つ い て 、前置の 十三条法典 b との 境界

　　 を明示して い ない
。

（19）　「g−yas　phyogs　kyi　tsho　pa　gsum」。 十六世紀 以 降、モ ン ゴ ル は左翼三 万戸 、 右翼三 万戸 に再編 さ

　　 れ、ア ル タ ン は右翼 トゥ メ ト部に所属する 。

（20）Meisezah1，　1973，　p．230、島田 正郎 『明末清初モ ン ゴ ル法の 研究』（創 文社、1986），　pp．40−41 。

（2D ア ル タ ン ＝ハ
ー

ン 法典 に関して は、前文の テ キ ス ト解析、全体像の 提示などを主題 と し た別稿

　　 を準備中 で あ る 。

（22）石濱氏 の 考証 に依る （石濱、2001 、p．104）。

（23）山口 、 1983，p．820 （注 49＞。 他に 「サ ム ドゥ プ ッ ェ 宮殿 で 作 っ た」とも （28bl，29a2）。

（24）Tibet　Mirror　Press，　Kalimpong（1954）．

（25）Meisezahl
，
1973

，
　p．241．

（26）ZP，　pp．77−116。　BKD は 「ta　
’
a 　la’i　bta　ma 　sku

’
phren8　ln8a　pa　

’
i　dus　gtan　la　phab　pa　

’i　khrims　yig　zhal

　　 lce　bcu　gsumj とい うタ イ トル で、前文 ・条文 ・後文ともほ ぼ同一文面の法典を収録 （pp．146・184）。

（27） ドリ ン パ ン デ ィ タ は 、 十八 世紀中期に ガ ン デ ン ポタ ン の 中枢 を担 っ たガシー族の ゴ ン ポ ・ゴ ェ

　　 ドゥ プ ラ プテ ン の あだ名で、タ イジ号 も有する （Petech，　L．1973．　Aristocracy　and 　Government　in

　　 Tibet　1728−1959，　Roma ，　pp53−55．）。 マ イゼ ツ ァ
ー

ル 氏はコ ロ フ ォ ン 中の 「me 　yos」年を 1867年

　　 に比定 して い る が 、 ド リン パ ン デ ィ タの 生存期間中 （1721− 1792）で唯一該当する の は 1747年

　　 で あ る 。

（28）BKD ，　pp．46−81。

（29）パ ク モ ド ゥ パ 政権の 祖チ ャ ン ジ ュ ブギ ェ ン ツ ェ ン が中央チ ベ ッ トを平定した 1354 年に 元朝か ら

　　 授か っ た 称号 。

（30＞　「（こ の法典は）過去の法王 た ちの お考えに 違 わず、とりわけ ソ ン ツ ェ ン ガ ム ポ王が お作 りに

　　 な っ た 「論書 ・黄金 の格子編」「牛 の 書簡」に 基 づ き、大司徒 の 法規 に て荘厳 した」と あ る （TLM ，

　　 p．38，11，3−4）。

（31）BKD の 「出版説明」は 「著名な十五 条法典の 構成と少 しも
一

致せず、い つ 誰がお作 りに な っ た

　　 の か もは っ きりしな い けれ ども、語句から判断して パ ク モ ドゥ 時代 の 最初 の zhal 　10eで あると思
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　　 わ れ る の で 、 全文を収録し た」と述 べ る （p．1）。 チ ャ ン ジュ プゲ ン ツ ェ ン の 十五 章法典の 紹介 と

　　 して は 、 ダ ラ イ ラ マ 五 世 の もの が 「著名」で あるが、その 条文の 名称 ・配列は後世 の ツ ァ ン パ 政

　　 権や ガ ン デ ン ポ タ ン の もの と
一

致す る （山 口、1983，　pp．807−813）
一

方 で 、こ の zhal　lce法典 と

　　 は大きく相違して い る 。

（32）ZP は pp．13−76 に、　BKD は pp．82−145に収録 。

（33）Meisezahl，1973，　pp．232−235．

（34）  rims 　yig　chen 　mo を指すもの と思われ る 。

（35） マ イゼ ツ ァ
ー

ル氏 も写本 （1）（2）と （7）との 対 比に よ り、こ の 置換 の 存在 を指摘 して い る

　　 （Meisezahl，1973，　Anmerkungen　Nr．39，
　p．253 ）。

（36）ガ ン デ ン ポタ ン の 各級役 人 の 職掌 を定め た二 十
一

章法典 （SNC ）は 、 モ ン ゴ ル 人 に つ い て 、 自

　　 己 の 管轄 下 にある者 たちを 「政府 （霧 ガ ン デ ン ポ タ ン〉に 頭 を垂れ た モ ン ゴ ル人た ち （gzhung

　　 du　mgo 　gtad　kyi　sog 　po　mams ）」 と呼ぶ 一方、グ シ ハ ン
ー族を 「施主た る北方人 （byang　pa　yon

　　 bdag＞」「外部の賓客集団 （phyi　mgron 　sde）」、その 麾下を 「施主 た る北 方人 の モ ン ゴ ル 人 （byang

　　 pa　yon　bdag　gi　sog 　po）」 とよび 分 け、明確 に区分 して い る 。 詳細に 関 して は 、 別稿 を準備中。

（37）マ イゼ ツ ァ
ー

ル 氏 の 報告に依る （Meisezah1，1973，pp．228−229）。

（38）Meisezahl
，
1973，　pp．228−229．

（39）青海の チ ョ ク ト＝ホ ン タイ ジ は 1637 年、ボ ン 教徒 （bon　po） の ペ リ王 トゥ ン ユ ドル ジ ェ は 1640

　　 年に グシ ハ ン に 征服され て い る。

（40）
“Der　n 註chste　Text，　ff，60al−65a2，　ist　nichtjuristischer 　Art，．tte’．　Meisezah1，1973，　p．229，1．20．

※補注 ：本稿校正 中チ ン ゲル 氏 よ り 「『グ ゥ シ ・ハ
ー

ン 法典」 の 成立 ：所謂 『ア ル タ ン ・ハ
ー

ン 法典』

に対する疑問」（『早稲田大学大学院文学研究科紀要」第 48 輯第 4 分冊 ，2003）の抜刷 を頂戴 した 。 氏

がその 存在を指摘 した グシ ハ ン の法典編纂事業は、本稿が分析対象とした法典 ・法令集の 各テキス ト

の 成 立 を考察する 上 で 、非常に興味深 い 事件 で あ る 。 また、こ の 事業が ア ル タ ン ＝ ハ ー
ン 法典 の 蔵訳や

チ ベ ッ ト法典へ の収録の背景にある とい う氏の 指摘は、今後こ の 史料の 背景に 関する共通認識 になる

と思わ れ る 。 筆者 と見解を異 にする部分 もあ るが、この 時期 の チ ベ ッ ト法研究 にきわめて有意義な問

題提起 が 行 わ れ て お り、 あわ せ 参照 さ れ た い 。

表 1 ：各法典 ・法令集の構成

（且）khrims　yig　zhal 　lce　bcu　gsurn
　　 1）　 （khrims　yig　chen 　mo ）　　1al−19b5

　　 2）　stong 　chad 　sogs 　kyi　zho 　thags 　srang 　grangs　ci　lugs　1　　20al−21a6

　　 3） mnga
”

og 　gil　lha　sde 　mi 　sde！rdzong 　gnyer　las
’dzinf　sdud 　dang　bskul　brda’sne　s1ebノ

’bun　stong

　　　　 skya 　ser　sogs 　drag　zhan 　mtha
’
　dag　go　bar　byed　pa

’i　yi　ge1　　 21b1−25a2

　　 4）十三条法典 a を収録する際に付 され た付属文書か ？　 25a2−26b2

　　 5）十 三条法典 a 　 25b2−62a3

（2）mchod 　yon　nyi　zla 　zung 　gi　khrims　yig

　　 1）十二条法典　 1al−40b6

　　 2）　（khrims　yig　chen 　mo ）　　40b6−52b6

（3＞bOd　gzhung　dga
’Idan　pho　brang　pa　chen 　mo

’i　khrims　yig

　　 1）十六条法典 a　 pp，1−93

（4）khrims　yig　chen 　mo 　dang1　zhal　lce　bcu　drug　pa　sogs 　bzhugSノ
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　　　Dkhrims　yig　chen 　mo 　 lal− 16b3

　　　2）　 （賠償に関する規定な ど）　 16b3−18b4

　　　3）十六 条法典 c 　 l8b4＿52a6

　　　4）裁判 の 判例 や力役 ・徴税等各種 の 事例 ・規定　52a6−56a3

　　　5）　khrims
’degs　ang 　grangS1　　56a3−57bl

　　　6）　dge　stong
’

jal　gcod　byed　lugs　dangl　thad　thob　skor 　la　　57bl−58b8

　　　7＞　stong 　srang 　zho
’beb　byed　lugs／　　59al−59b8

　　　8）　gzhan　yang　sna 　tshogs　skor 　lal　　59b8−64b7

　　　　　　　　　　　　　 （後欠）

（5）khrims　yig　dang 　gzhan　dag　nye 　mo 　sna 　tshogs　bzhugSt

　　　l）　（khrims　yig　chen 　mo ）　　lal−24b7

　　 2） mnga
”

og 　gyil　lha　sde ！mi 　sde1 　rdzon 　gnyer　las　
’dzin／sdud 　dang　bskul　brda’i　snc 　slebSノ

’bun　gtong

　　　　 skya 　ser 　sogs 　drag　zhan 　mtha
’
　dag　la　go　bar　byed　pa

’i　yi　ge1　　 24b7−28b1

　　 3）十二条法典　28bl −68a6

　　 4）　gzhan　yang　sna 　tshogs 　bskor　la1　　　69al−80b1

（6）TIBETAN
’
LEGAL 　MArERIALS

　　　l）十五 条法典　 1al−19b9 （p，1，1，1−p．38，　L9）

　　 2）十二 条法典　20al−48a4 （p．39，1，1−p．95，1．4）

　　 3）　（khrims　yig　chen 　mo ）　 48bl−56b8　（p．96，1，1−p．　I　l2，　L8）

　　 4）　dpar　brjod　ga
’
ule

’i　dper　brjod　bzhugs／　　57al−65b7　（p．113，
　Lt−p，130，

1，7）

　　 5＞khrims ’dcgs　kyi　ang 　rims 　bzhugs　so1　65b8−68a2　（p．130，　L8−p，135，
　L2）

（7）Die　Bailey−Handscrift　（Nr．66．3．15）

　　 1）　（khrims　yig　chen 　mo ）　 4a1−15b7

　　 2）十 六条法典 c 　 l6al−52b3

　　 3）　gzhan　yang 　sna 　tshogS 　pa　la！　　　52b4−54a7

　　 4）罪に対す る賠償の 規定　　54a7−54b3

　　 5） mnga
”

og　gyi／lha　sde 　l　mi 　sde ／rdzong 　gnyer　1as
’dzin　／　sdud 　dang　bskul　brda’i　sne 　slebs 　1 ’bun

　　　　 gtong　skya 　ser 　sogs 　drag　zhan 　mtha
’ dag　la　go　bar　byed　pa

’i　yi　ge／

　　 6）グ シハ ン の チベ ッ ト平定に関する 「物語」　 60al−65a2

　　 7）ア ル タ ン＝ ハ ー
ン の 法典 　66al−81b5

　　 8＞spor 　grangs　re
’

umig 　bzhugs　so1　 82a−83b

（8）Die　Handschrift　Bel120　（Nr．50．31．ll4）

　　　1）十 六条法典 b　 lal−49a

　　 2＞物品の価格表　 50a≒51a

56a1−58a2

　　　3） ’

phrin　yig　gi　dper　brjod　mdo 　tsarn　bkod　 a　blo　sal　maba
’i　r　 an　zhes 　bya　ba ／　51bl−82a

（9）Die　Handschrift　Bell　l8　（Nr．50．31．113a）， gzhung　dga
’1dan　pho　brang　pa

’i　chab 　srid　dbu　brnyes　nas

　　 bzung　bka’ khhms　zhal 　lce　bcu　gsum　sgos 　nas 　gtan
’bebs　gnang　ba　dang　khrims

’degs　ang 　grangs　bcas／

　　　 1）十三条法典 b　 lb3−28b？

　　　2）　gzhan　yang　sna 　tshogs　las　1　　28b？−29b

　　　 3）khrims’degs　ang 　rim　　29a6−31al

（10）Die　Handschrift　Bell　19　（Nr．50．31．ll3b）

　　　 1）十 三条法典 c 　 lbl−38a5
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表 2 ：各条の タイ トル 対照表

（和訳名は山口、1983に依る）

一 一 16−Ol15 − 13dp ゴ bo　stag 　gi　zhal 　lcc （勇者虎服 の 掟）

一 一 16−0215 − 14sdar 　ma 　wa
’i　zhal　lce（怯者狐月艮の 掟）

一 13−0116 −03 rgya 苴po　me 　long　gdollg　gi　zhal 　lcel　sne 　mo 　las’d盛n 　gyi　zhal 　lce

（高官 の 掟〉

12−0113 −0216 −04 zhu 　bzhes　bden　brdzun　gyi　zhal　lce （告訴受理弁別 の 掟）

12−0213 −0316 ＿く）5 bzung　bkyigs  rims 　ra
’i　zhal 　lce （捕縛 して 法廷 に引 き立 て る 掟）

12−0313 −0416 −06 nag 　chen   rag　gcor　gyi　zhaUce （大罪には 血 を失わ せ る 掟）

12−0413 −0516 −07 dran’dzin　chad 　las　kyi　zhal 　lce（見せ しめ の制裁罰の掟）

12＿0513 ＿0616 −08 hor’dra　za　rkang 　gi　zhal　lce（蒙古の よ うな糧食、人足の 掟）

12−0613 −0716 ＿0915 −01bsad 　pa　stong 　gi　zhal 　lce （殺人 に対する帳消しの 掟）

12−0713 −0816 −1015 ＿02   as　pa　khrag　gi　zhal 　lce （傷害に対す る血 の 掟）

12−0813 −0916 ＿11 bsnyon　ham　mna
’ dag　gi　zha1 匡ce （食言に対する宣誓の 掟）

12−0913 −1016 −1215 −03rkus 　pa 写al　gyi　zhal 　lce（盗み の返済の掟〉

12＿1013 −1116 ＿13 nye
’brerbral　bzlums　kyi　zhal　lce（姻戚離間調停の 掟）

12＿1113 −1216 −1415 −05byi 　byas　byi　rin　gyi　zhal　lce（姦淫と姦淫 の 代価 の 掟）

12−1213 − 1316 ＿1515 ＿12nam 　phar　tshui　gyi　zhal 　lce（夜半前後の 掟）

16−16 k星aklo 　mtha
”
phob 　kyi　zhal 　lce（蕃地辺境の掟）

表 3 ：zhal 　lce法典系統関係表

凡例

　　太線 ・…　　 テ キス トの 文面 よ り系統関係 が直接に確認 で きる もの

　　実線 ・…　　 条文の 文面 が比較的類似 して い る もの

　　破線 ・…　　 なにが しか の 影響を及 ぼ した と推定されるもの

　　十五条法典

∴ 二r 欝
　　　　   ’…’”…’”ーレ 十六条法典 a → 十 六 条法典b

　　　　　　　　　　　　　　　　
・…・……・・”レ 十三 条法典 c
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